
神宮寺小学校で行われた「ブラボー中谷マジックショー」。
驚きに目を輝かせる子どもたち。

（関連記事10ページ）

驚き、ビックリ、大興奮



　
班
を
廃
止
し
、
担
当
制
に
し
ま
す
。

５
課
体
制
か
ら
６
課
１
セ
ン
タ
ー
体
制
に

・
施
設
管
理
課
、
学
校
給
食
総
合
セ
ン
タ
ー

の
新
設
、
文
化
財
保
護
室
を
文
化
財
保
護

課
に
名
称
変
更
。（
教
育
総
務
課
、
施
設
管

理
課
、
学
校
教
育
課
、
学
校
給
食
総
合
セ
ン

タ
ー
、
生
涯
学
習
課
、
文
化
財
保
護
課
、
ス

ポ
ー
ツ
振
興
課
の
６
課
１
セ
ン
タ
ー
体
制
）

　
各
庁
舎
内
に
あ
る
教
育
委
員
会
分
室（
神

岡
庁
舎
を
除
く
）
を
各
公
民
館
へ
移
転
し
、

分
室
と
公
民
館
の
事
務
所
を
統
合
し
ま
す
。

　
班
を
廃
止
し
て
担
当
制
に
し
、
生
涯
学

習
、
公
民
館
、
社
会
体
育
に
関
す
る
業
務
等

を
行
い
ま
す
。

各
分
室
の
移
転
先（
各
地
域
の
公
民
館
へ
）

・
神
岡
中
央
公
民
館
、
西
仙
北
中
央
公
民

館
、
中
仙
公
民
会
、
協
和
公
民
館
、
南
外

公
民
館
、
仙
北
公
民
館
、
太
田
公
民
館

分
室
業
務
は
農
林
振
興
課
で

・
大
曲
、
神
岡
、
中
仙
、
協
和
、
南
外
、
太

田
の
分
室
が
行
っ
て
い
た
相
談
や
業
務
を

各
農
林
振
興
課
職
員
が
行
い
ま
す
。

※
農
業
委
員
会
分
室
は
廃
止
し
ま
せ
ん
。

大
曲
庁
舎
内
の
組
織
を
簡
素
化

・
大
曲
総
合
支
所
を
本
庁
に
統
合
し
、
大
曲

地
域
の
業
務
を
本
庁
が
行
い
ま
す
。

管
理
部
分
の
ス
リ
ム
化

現
在
の
６
課
体
制
か
ら
４
課
体
制
に

・
総
務
課
を
地
域
振
興
課
、
税
務
課
を
市
民

課
に
そ
れ
ぞ
れ
統
合

・
土
木
課
の
名
称
を
建
設
課
に
変
更

（
地
域
振
興
課
、
市
民
課
、
農
林
振
興
課
、
建

設
課
の
４
課
体
制
）

各
課
の
班
を
廃
止
し
担
当
制
に

・
各
課
の
班
を
廃
止
し
ま
す
。

【
大
曲
庁
舎
】

【
各
総
合
支
所
】

【
本
庁
】

【
教
育
委
員
会
】

【
農
業
委
員
会
分
室
】

【
教
育
委
員
会
分
室
】

　
機
能
強
化
を
図
る
た
め
、
課
の
新
設
や
統

合
を
行
い
ま
す
。

　
新
設
や
名
称
変
更
、
統
合
に
よ
っ
て
、
現

在
の
７
部
25
課
体
制
が
７
部
27
課
体
制
に
変

更
と
な
り
ま
す
。

新
設

・
総
務
部
管
財
課
、
市
民
生
活
部
消
防
安
全

課
、
市
民
生
活
部
国
保
年
金
課
、
健
康
福

祉
部
法
人
化
推
進
チ
ー
ム
を
新
設

名
称
変
更

・
庶
務
課
を
総
務
課
、
住
民
課
を
市
民
課
、

環
境
対
策
課
を
環
境
課
、
農
林
課
を
農
林

振
興
課
、
道
路
課
を
道
路
河
川
課
、
下
水

道
推
進
課
を
下
水
道
課
に
名
称
変
更

統
合

・
企
画
部
地
域
づ
く
り
課
を
総
合
政
策
課
に

統
合

大
仙
市
役
所
の
組
織
・
機
構
が
変
わ
り
ま
す

と
っ
て
便
利
な
組
織
体
制
に
し
ま
す
。課
の
数
は
減
り
ま
す
が
、各

総
合
支
所
に
は
十
分
な
数
の
職
員
を
配
置
し
、
各
課
の
人
数
を
増

や
す
事
で
、よ
り
充
実
し
た
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
図
り
ま
す
。

　
地
域
の
声
を
市
政
に
反
映
さ
せ
る
た
め
、命
令
伝
達
を
ス
ム
ー

ズ
に
行
え
る
よ
う
、
職
員
一
人
当
た
り
の
事
務
量
を
平
均
化
し
、

業
務
の
迅
速
化
を
図
り
ま
す
。

　
合
併
し
て
約
１
年
。今
よ
り
も
充
実
し
た
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
る
た
め
、
大
仙
市
の
組
織
・
機
構
の
一
部
を
見
直
し
ま
す
。

　
大
曲
庁
舎
内
は
本
庁
と
大
曲
総
合
支
所
が
同
居
し
、業
務
が
わ

か
り
づ
ら
い
た
め
、
大
曲
総
合
支
所
を
本
庁
に
統
合
し
、
わ
か
り

や
す
い
組
織
体
制
に
改
め
ま
す
。
ま
た
、
建
設
部
を
移
転
す
る
こ

と
で
、
庁
舎
の
狭
さ
を
利
用
し
や
す
い
環
境
へ
と
改
善
し
ま
す
。

　
各
総
合
支
所
は
今
ま
で
よ
り
も
窓
口
を
集
約
し
、
利
用
者
に

建
設
部
の
移
転

・�
�
�
�

建
設
部（
都
市
計
画
課
、
道
路
河
川
課
、
下

水
道
課
）が
旧
秋
田
銀
行
大
曲
南
支
店（
大

曲
日
の
出
町
２
丁
目
）に
移
転
し
ま
す
。

【見直しの方針】

・住民サービス部門の充実

・組織・機構の簡素化

・管理部門、管理職のスリム化

・本庁機能の強化

・指揮命令系統の単純化

担
当
制
…
職
員
一
人
当
た
り
の
事
務
量
を
分
散
す

る
こ
と
で
、
事
務
処
理
の
迅
速
化
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

わ
か
り
や
す
い
組
織
に
見
直
し
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
目
指
し
ま
す

2



平成17年度
大仙市スポーツ賞受賞者紹介
　平成17年度大仙市スポーツ賞の各受賞者を紹介します。この賞は、市内スポーツの発展
に尽力された方や、各種競技において優れた成績を収めた個人、団体に贈られる賞です。

はれ お

鈴 木  晴 夫 さん
（神岡地域・72歳）
　30年余りに渡り神岡ス
ポーツ少年団の育成と発
展に尽力された。組織強
化と指導者の資質向上に
努めた功績は大きい。

大 野  洋 一 さん
（中仙地域・68歳）
　協会組織の拡充を図
り、ソフトボール競技の
普及と審判技術の向上に
貢献された。現在もさま
ざまな大会運営等に尽力
されている。

佐 藤　清 さん
（大曲地域・61歳）
　40年以上に渡り大曲仙
北の野球の普及、選手・組
織の強化に尽力された。
現在は大曲チビッ子野球
教室指導員として少年指
導に力を注いでいる。

くん いち

石 河 薫 一 さん
（大曲高校教諭・60歳）
　数多くの卓球選手を育
て好成績を残した。平成
19年の秋田わか杉国体卓
球少年女子監督としての
活躍も期待されている。

【
栄
光
賞
】

ふ
と

し

大
曲
地
域
／
守
澤
太
志 （
明
治
大
２
年
・
自
転
車
）

神
岡
地
域
／
相
馬
美
樹（
神
宮
寺
小
４
年
・

空
手
）

よ
し

の
り

西
仙
北
地
域
／
佐
々
木
吉
徳（
大
曲
農
高
３

年
・
自
転
車
）

中
仙
地
域
／
村
山
夏
美（
25
歳
・
カ
ヌ
ー
）、

し
ょ
う

高
橋
翔（
19
歳
・
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
）

協
和
地
域
／
佐
々
木
将
汰（
協
和
中
１
年
・

カ
ヌ
ー
）

団
体
／
秋
田
県
成
年
男
子
自
転
車
競
技
チ
ー

ム（
大
曲
農
業
高
校
O
B
・
自
転
車
）大
曲
地

さ
と

し

域
／
守
澤
太
志（
明
治
大
２
年
）、根
本
哲
史

た
か

は
る

（
同
２
年
）、
太
田
地
域
／
仲
村
天
晴（
同
２

年
）、
井
上
卓（
富
士
大
１
年
）

【
優
秀
指
導
者
賞
】

神
岡
地
域
／
　
橋
悟（
57
歳
・
空
手
）

【
奨
励
賞
・
大
曲
地
域
】

斎
藤
和
久（
31
歳
・
空
手
）、
寺
村
吉
広（
大

曲
高
２
年
・
柔
道
）、
加
藤
智
里（
同
２
年
・

な
ぎ
な
た
）、
小
西
美
樹（
同
２
年
・
同
）、
鈴

木
和（
同
１
年
・
同
）、
小
澤
は
る
か（
同
１

年
・
陸
上
）
、
佐
藤
菜
津
子
（
大
曲
農
高
３

年
・
な
ぎ
な
た
）、
草
薙
知
奈
津（
同
３
年
・

同
）、
山
崎
舞（
同
２
年
・
同
）、
伊
藤
遥（
大

し
ん

曲
中
１
年
・
空
手
）、
高
橋
津（
同
１
年
・
水

泳
）、
田
口
将（
大
曲
小
３
年
・
ソ
フ
ト
テ
ニ

ス
）、
藤
原
裕
介（
花
館
小
４
年
・
空
手
）、
大

曲
中
学
校
水
泳
部
、
同
男
子
卓
球
部

【
同
賞
・
神
岡
地
域
】

つ
よ
し

佐
藤
祐
美（
大
曲
高
３
年
・
空
手
）、
齊
藤
毅

（
角
館
高
２
年
・
同
）、
齊
藤
美
紗
希（
神
宮

な
な

寺
小
５
年
・
同
）、
佐
藤
想（
同
５
年
・
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
）、
阿
部
美
沙
紀（
同
５
年
・
同
）

【
同
賞
・
西
仙
北
地
域
】

高
橋
美
香
子（
大
曲
農
高
３
年
・
な
ぎ
な
た
）

【
同
賞
・
中
仙
地
域
】

　
橋
恵（
東
京
女
子
体
育
大
４
年
・
ソ
フ
ト
テ

ニ
ス
）、
藤
澤
美
帆（
東
北
福
祉
大
４
年
・
同
）、

ち
ひ
ろ

田
村
彩
湖（
中
京
大
３
年
・
陸
上
）、
高
橋
千
裕

た
か

の
ぶ

（
大
曲
高
３
年
・
卓
球
）、
高
橋
誉
延（
角
館
高

さ

な
み

定
時
制
１
年
・
同
）、
古
村
冴
波（
豊
成
中
３

年
・
同
）、
高
橋
沙
矢
子（
同
１
年
・
同
）、
小

ひ
で

か
つ

松
祐
実（
中
仙
小
６
年
・
同
）、
藤
田
英
憲（
清

か
つ

ゆ
き

水
小
５
年
・
空
手
）、藤
田
憲
将（
同
２
年
・
同
）、

中
仙
中
学
校
女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

【
同
賞
・
南
外
地
域
】

佐
藤
祐
輝（
大
曲
農
高
３
年
・
自
転
車
）、
佐

藤
茜（
南
外
中
３
年
・
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
）、
伊

藤
早
織（
同
３
年
・
同
）、
南
外
中
学
校
女
子

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

【
同
賞
・
仙
北
地
域
】

越
後
谷
利
則（
36
歳
・
空
手
）、
大
山
喜
十
郎

（
22
歳
・
同
）、
高
畑
佳
織（
大
曲
高
３
年
・
な

あ
や

か

ぎ
な
た
）、
藤
原
礼
佳（
同
１
年
・
陸
上
）、
川

原
弥
生（
角
館
高
定
時
制
２
年
・
柔
道
）、
田

中
晶
奈（
仙
北
中
３
年
・
陸
上
）、
池
田
智
樹

（
高
梨
小
５
年
・
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
）、
滝
壱
成

（
同
５
年
・
同
）、
伊
岡
森
和
真（
同
４
年
・
同
）

【
同
賞
・
太
田
地
域
】

草
薙
弘
子（
大
曲
高
２
年
・
山
岳
）、
太
田
風
の
子

ハ
リ
ケ
ー
ン（
地
域
の
小
学
生
・
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
）

【
同
賞
・
団
体
】

大
曲
・
仙
北
な
ぎ
な
た
連
盟
、
大
曲
高
校
な
ぎ

な
た
部
、
同
登
山
部
、
大
曲
工
業
高
等
高
校
ソ

フ
ト
テ
ニ
ス
部
、
大
曲
農
業
高
校
自
転
車
競

技
部
、
同
な
ぎ
な
た
部
、
同
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部

〈
敬
称
略
〉

功
労
賞

栄
誉
賞
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イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
率
は
42
％
で
、

男
女
別
で
見
る
と
男
性
は
51
％
、
女
性
は
35

％
が
利
用
し
て
い
る
と
い
う
結
果
で
し
た
。

　
年
代
別
に
見
る
と
、
10
代
か
ら
40
代
ま
で

は
半
数
以
上
の
方
が
利
用
し
て
い
ま
す
が
、

60
代
以
降
は
10
％
前
後
と
利
用
度
が
低
く

な
っ
て
い
ま
す
。

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
い
る
回
線

に
つ
い
て
は
、
半
数
以
上
の
方
々
が
Ａ
Ｄ
Ｓ

Ｌ
や
光
回
線
と
い
っ
た
高
速
通
信
回
線
を
利

用
し
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
一
部
高
速
通
信
網
が
整
備
さ
れ

て
い
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
地
域
に
つ
い
て

は
、
Ｉ
Ｓ
Ｄ
Ｎ
回
線
の
利
用
が
20
％
以
上
を

占
め
る
地
域
も
あ
り
ま
す
。

　
電
子
メ
ー
ル
の
利
用
に
つ
い
て
は
、
30
代

【
問
い
合
わ
せ
】

大
仙
市
企
画
部
情
報
シ
ス
テ
ム
課

☎
０
１
８
７（
63
）１
１
１
１
内
線
１
３
５

 

■
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

利
用
状
況
に
つ
い
て

　
現
在
、
大
仙
市
地
域
の
情
報
化
の
推
進
を
目
指
し
た
「
大
仙
市
地
域
情
報

化
計
画
」
の
策
定
作
業
を
、
市
の
総
合
計
画
と
整
合
性
を
図
り
な
が
ら
進
め

て
い
ま
す
。

　
こ
の
計
画
に
市
民
の
み
な
さ
ん
の
情
報
化
に
対
す
る
ご
意
見
や
考
え
方
を

反
映
さ
せ
る
た
め
、
12
月
上
旬
に
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
15
歳
以
上
の
市
民
４
０
０
０
人
を
無
作
為
に
抽
出
し
ア
ン
ケ
ー
ト
を
依
頼
、

１
３
７
０
人（
回
収
率
34
・
３
％
）の
方
々
か
ら
回
答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

大
仙
市
地
域
情
報
化
実
態
調
査
報
告

インターネットを利用していますか。

インターネットをどのような回線で
利用していますか。

※
用
語
説
明

※
用
語
説
明

※
用
語
説
明

ISDN「Integrated Services Digital Network」
デジタル信号を使った通信網で、インターネットと電話が同時
に使える。伝送速度は遅い。

ADSL「Asymmetric Digital Subscriber Line」
ISDNよりも高速データ伝送を可能にしたデジタル伝送。

光回線
光ファイバーを利用した大容量データの高速伝送サービス。

e-Japan
ITのメリットを享受できる社会の実現を目指し、情報技術の普
及に取り組んでいこうと、平成12年に策定した国の構想。

u-Japan
e-Japanをさらに発展させ、情報通信ネットワークを利用して、
公平な社会へと発展させていこうとする構想。

用・語・説・明

とでも
る地域社会をめざして
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以
下
の
年
齢
層
を
中
心
に
携
帯
電
話
に
よ
る

利
用
が
約
半
数
を
占
め
て
い
ま
す
。

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
参
照
や
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
に
つ
い
て
は
、
パ
ソ
コ
ン
を
利
用
し
て

い
る
方
が
多
い
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　「
地
域
情
報
化
と
い
う
言
葉
か
ら
連
想
す
る

こ
と
」
と
い
う
設
問
に
対
し
、「
パ
ソ
コ
ン
等

を
利
用
し
た
情
報
発
信
」「
パ
ソ
コ
ン
等
を

利
用
し
た
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
」「
い
つ
で
も
、

ど
こ
で
も
、
だ
れ
で
も
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
、
民

間
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
し
く
み
」「
パ

ソ
コ
ン
等
の
機
器
を
利
用
し
た
業
務
の
効
率

化
」
を
70
％
以
上
の
方
々
が
連
想
。
ど
ち
ら

か
と
い
え
ば
、
行
政
に
関
わ
り
の
あ
る
も
の

を
多
く
の
方
が
連
想
す
る
よ
う
で
す
。

　
し
か
し
、
一
方
で
は
、
聞
き
慣
れ
な
い
言

葉
な
の
で
イ
メ
ー
ジ
で
き
な
い
方
も
い
る
こ

と
か
ら
、「
地
域
情
報
化
」
に
つ
い
て
分
か
り

や
す
く
説
明
す
る
な
ど
、
浸
透
を
図
っ
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
新
聞
等
で
一
般
的
に
使
用
さ
れ
て
い
る
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
用
語
に
つ
い
て
、
認
知
度
が
50

％
を
越
え
る
用
語
は
、
18
の
う
ち
わ
ず
か
５

つ
に
と
ど
ま
り
ま
し
た
。

　
認
知
度
の
低
い
用
語
は
、u

-Ja
p
a
n

や

e
-Ja
p
a
n

、パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
な
ど
、国

の
施
策
、
制
度
の
呼
称
で
、
広
く
使
わ
れ
て

い
る
よ
う
で
す
が
、
な
じ
み
に
く
い
用
語
と

い
う
結
果
で
し
た
。

■
電
子
政
府
、
電
子
自
治
体
に

向
け
た
施
策
に
つ
い
て

山 

本   

操
さ
ん

み
や
こ
京
さ
ん

（
大
曲
地
域
）

　楽しく利用しています

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は

情
報
の
玉
手
箱

　小学６年生の娘さんは、大好きなお絵描きの

掲示板を見たり、作品を応募したり、授業での

資料集めにと幅広くインターネットを利用して

います。

　母親の操さんは、主にインターネットで

ショッピング。仕事から戻ってからでも、自分

の好きな時間に楽しむことができます。

　「ウインドショッピングよりもワクワクします。

見ているだけでも楽しめます」

　「まだまだ初心者」と話すお二人。「使いこな

し、便利さを満喫したい」と話してくれました。

※
用
語
説
明

※
用
語
説
明

パソコン等を
利用できる人材育成

パソコン等利用の情報発信

パソコン等操作研修
の実施

個人・組織情報を
流通させるしくみ

高速通信回線の整備

公共施設にパソコン等の
機器整備

パソコン等利用の
業務の効率化

公共・民間サービスを
受けられるしくみ

パソコン等利用の
サービス提供

78％

55％

59％

62％

69％

72％

73％

74％

55％

「地域情報化」という言葉から
何を連想しますか。　　　　（複数回答可）

 ベスト 6
 １ 住民基本台帳ネットワーク 77％
 ２ 住民基本台帳カード 76％
 ３ 電子投票 74％
 ４ 電子入札 52％
 ５ 税金の電子申告 50％
 ６ 電子署名 46％

 ワースト 3
 １ Ｕ－ＪＡＰＡＮ 16％
 ２ パブリックコメント 20％
 ３ Ｅ－ＪＡＰＡＮ 21％

ＩＴ用語を知っていますか。

写真上/神岡庁舎の神岡総合情報センター
で行われているパソコン教室。年間延べ約
1,490人の方々が受講しています。
写真右/個人研究をパソコンを使って発表
する峰吉川小学校の６年生。パソコンを自
由に操作し、学習に生かしています。

いつでも、どこでも、誰
コミュニケーションでき
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大
仙
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
た
こ
と
が

あ
る
と
回
答
し
た
人
は
36
％
で
し
た
。
ま

た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
い
る
と

答
え
た
人
で
は
、
58
％
の
方
が
見
た
こ
と
が

あ
る
と
回
答
し
て
い
ま
す
。

　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
望
む
内
容
に
つ
い
て

は
、「
医
療
に
関
す
る
情
報
」「
健
康
に
関
す

る
情
報
」「
災
害
に
関
す
る
情
報
」
が
上
位
を

占
め
ま
し
た
。
望
む
機
能
に
つ
い
て
は
、「
各

種
証
明
書
発
行
」
「
公
共
施
設
の
空
き
照

会
・
予
約
」「
各
種
申
請
書
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
」
な
ど
が
上
位
を
占
め
ま
し
た
。

　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
て
い
た
だ
く
た
め

に
は
、
利
用
者
が
望
む
内
容
や
機
能
を
持
た

せ
る
な
ど
の
内
容
の
充
実
が
大
切
で
す
。

　
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
に
つ
い
て
は
、
半

数
以
上
の
方
が
知
っ
て
い
る
と
回
答
し
て
い

ま
す
。

　
し
か
し
、
大
仙
市
で
の
住
民
基
本
台
帳

カ
ー
ド
の
発
行
率
は
、
昨
年
11
月
現
在
で

０
・
２
％（
２
０
３
人
）と
、
な
か
な
か
市
民

の
間
に
広
ま
っ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。

　
こ
の
カ
ー
ド
の
活
用
を
よ
り
拡
大
す
る
た

め
に
、「
各
種
証
明
書
の
交
付
用
」「
検
診
等

の
申
込
み
と
結
果
照
会
」「
公
共
施
設
の
予

約
」
な
ど
の
機
能
を
付
け
加
え
、
よ
り
利
便

性
の
高
い
カ
ー
ド
に
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
次
に
、
情
報
化
施
策
と
し
て
取
り
組
ん
で

ほ
し
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、「
一
人
暮
ら
し

の
住
民
が
緊
急
時
に
通
報
で
き
る
」
「
地

震
・
台
風
な
ど
の
災
害
に
関
す
る
情
報
を
収

集
で
き
る
」「
公
共
施
設
の
利
用
予
約
が
で

き
る
」
「
小
中
学
校
間
の
交
流
が
で
き
る
」

「
自
宅
で
医
師
の
治
療
や
健
康
診
断
を
受
け

ら
れ
る
」
な
ど
の
し
く
み
が
上
位
を
占
め
、

医
療
や
災
害
、
教
育
に
つ
い
て
関
心
が
高
い

こ
と
が
う
か
が
わ
れ
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の
し
く
み
を
進
め
る
上

で
、
個
人
情
報
の
保
護
や
安
全
・
信
頼
性
の

確
保
、
高
齢
者
や
障
害
者
に
対
す
る
配
慮
な

ど
、
安
全
対
策
に
充
分
考
慮
す
る
と
と
も

に
、
誰
で
も
簡
単
に
利
用
で
き
る
た
め
の
対

応
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

■
大
仙
市
の
情
報
化
施
策
に
つ
い
て

■
大
仙
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
つ
い
て

　高度な安全対策機能を備えたＩ

Ｃカードを採用。住基ネットワー

クシステムでの本人確認が安全に

できることや、公的個人認証など

として利用できます。

　自治体によっては、証明書自動

交付機、印鑑登録証、図書館カー

ド、公共施設予約、地域通貨・商

店街ポイントカードなどとして利

用できるところもあります。

住民基本台帳カード

住民基本台帳カードを知っていますか。

％

　　

無回答無回答

いる知っている
252％

知らな知らない
　　441％

 望む内容・ベスト 5
 １ 医療に関する情報 54％
 ２ 健康に関する情報 48％
 ３ 地震、台風などの災害情報 46％
 ４ 予防医療に関する情報 43％
 ５ 各種行政手続き等の説明 42％

 望む機能・ベスト5
 １ 各種証明書発行 52％
 ２ 公共施設の空き照会・予約 46％
 ３ 各種申請書の入手 40％
 ４ イベントなどの動画配信 38％
 ５ 図書館の蔵書検索 36％

市ホームページにどのような内容を
望みますか。　　　　　　　（複数回答可）

36％

58％

とがあるた見たことがある
36％

見たことが見たことがない
60％

見たことがが見たことがない
42％

とがあるた見たことがある
58％

無回答答答答無回答
4％％

市のホームページを
見たことがありますか。
【全体では】

【インターネット利用者では】

写真付き住基カード
は、運転免許証など
と同様に公的証明書
として利用できます。
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最
後
に
、「
ど
の
よ
う
な
情
報
が
流
通
す

る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
思
わ
れ
ま
す
か
」
と

い
う
設
問
に
つ
い
て
は
、「
就
職
」「
子
ど
も

の
安
全
」「
防
災
」「
健
康
・
福
祉
」「
教
育
」

「
食
の
安
全
」
な
ど
の
情
報
流
通
を
希
望
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
生
活
に
密
着
し
た
情
報

提
供
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　u
-Ja
p
n

やe
-Ja
p
a
n

に
よ
る
情
報
通
信

技
術（
Ｉ
Ｔ
）基
盤
整
備
、
電
子
政
府
、
電
子

自
治
体
の
実
現
な
ど
の
計
画
が
国
の
主
導
で

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
残
念
な
が
ら
今
回
の
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
か
ら
は
、
大
仙
市
に
お
け
る
国
が
勧

め
る
情
報
化
施
策
に
つ
い
て
充
分
な
理
解
が

得
ら
れ
ず
、
思
っ
た
よ
り
浸
透
し
て
い
な
い

こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　
現
在
、
市
が
策
定
を
進
め
て
い
る
地
域
情

報
化
計
画
で
は
、
Ｉ
Ｔ
機
器
を
活
用
し
て

「
何
を
情
報
化
す
る
の
か
」「
情
報
化
し
て
何

を
す
る
の
か
」「
住
民
は
何
を
求
め
て
い
る

の
か
」
を
主
眼
に
お
い
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
に
大
仙
市
に
と
っ
て
「
何
が
効
果
的
な
の

か
」
を
テ
ー
マ
に
、
現
実
の
地
域
社
会
に
照

ら
し
合
わ
せ
な
が
ら
作
成
を
進
め
ま
す
。
そ

し
て
、
地
域
住
民
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
ー
の
確
立
と
住
民
満
足
度
の
向
上
に
努

め
、
活
力
あ
る
地
域
社
会
の
創
出
を
目
指
し

ま
す
。

　
ま
た
、
今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
健
康
・

■
大
仙
市
の
情
報
流
通
に
つ
い
て

■
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
と今

後
の
進
め
方

医
療
・
防
災
・
教
育
な
ど
多
方
面
の
分
野
に

関
連
す
る
要
望
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ

ら
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
市
民
や
企
業
、

団
体
等
及
び
行
政
と
の
情
報
共
有
と
協
働
が

大
切
で
す
。
ま
た
、
関
係
各
機
関
と
の
連
携

に
よ
る
地
域
情
報
化
施
策
が
必
要
と
考
え
ま

す
。

　
今
後
の
予
定
に
つ
い
て
は
、
今
月
中
に
第

１
回
目
の
地
域
情
報
化
計
画
策
定
委
員
会
を

開
催
し
、
計
画
の
テ
ー
マ
や
方
向
性
な
ど
を

検
討
し
ま
す
。
そ
し
て
４
月
以
降
に
３
回
程

度
の
検
討
委
員
会
を
経
て
、
市
民
の
み
な
さ

ん
の
ご
意
見
を
反
映
し
た
計
画
書
を
平
成
18

年
度
中
に
作
成
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
地
域
情
報
化
の
役
割
や
計
画
の
進

捗
状
況
に
つ
い
て
は
、
逐
一
報
告
で
き
る
よ

う
に
体
制
を
整
え
、
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

　情報化施策を進める上で、IT機器
の整備は手段であり、満足する情報
をどのように流通させるかを目指さ
なければなりません。
　大仙市地域情報化計画の作成にあ
たっては、生活に密着した情報が流
通できることを目標として、安全
性、信頼性の対策を十分講じなけれ
ばと考えます。うまくIT機器とつき
あいながら、活力ある地域生活とな
るよう頑張ります。

担当者のコメント

自宅で医師の治療や健康
診断が受診できるしくみ

小中学校間で交流できる
しくみ

公共施設の利用予約が
できるしくみ

災害に関する情報を
収集できるしくみ

一人暮らし住民が緊急時に
通報できるしくみ

64％

65％

69％

76％

79％

情報化施策として市に取り組んで
ほしいことは何ですか。　　（複数回答可）

個人情報の保護

推進体制の強化

取り組みに関する
意識格差の解消

地域のＩＴ環境格差の
解消

地域リーダーの育成

支援窓口の充実

関係者のモラル

高齢者や障害者に対する
配慮

安全・信頼性の確保

67％

31％

34％

35％

44％

50％

59％

59％

28％

情報化施策に取り組むために
必要なことは何ですか。　　（複数回答可）

教育に関する情報

食の安全に関する情報

健康・福祉に関する情報

防災に関する情報

子どもの安全に関する情報

就職に関する情報

62％

68％

69％

72％

73％

57％

どのような情報流通が
望ましいと思われますか。　（複数回答可）

企画部
情報システム課
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　東部農業委員会（大曲・中仙・仙北・太田地域）総

会で、春・秋作業の標準賃金・料金が下表のとおり

決定しました。

　標準小作料については今後の広報でお知らせします。

東部農作業賃金表・料金表（税込み）

【問い合わせ】

各農業委員会分室

東部農業委員会☎ 0187-63-8970まで

施設の管理人を募集します

太田生活リゾート株式会社03
　第３セクター太田生活リゾート株式会社施設の管

理業務をしてくれる方を募集します。

　面接の日程は申し込みの際にお知らせし、詳しい

業務内容・雇用条件は面談で説明します。

◆応募資格／普通自動車免許を取得している40歳

から55歳までの方

◆申し込み方法／履歴書（写真添付）を太田町生活リ

ゾート株式会社本社（中里温泉）かハローワーク大

曲へ持参し、申し込みください。

◆申込受付期限／３月23日（木）

◆採用予定／４月１日（土）から

【問い合わせ・申し込み】

太田町生活リゾート株式会社（中里温泉施設内）

☎ 0187-88-1795まで

４月１日から変更になります

各地域のごみ収集体制01
　４月１日からごみの収集体制が次のとおり変更

になります。地域によっては、収集日が大幅に変わ

りますので、お間違いのないようご協力ください。

　ごみ収集の詳しい内容・変更点については「広報

だいせん地域版」等でお知らせします。

各地域のごみ収集変更

太田地域は収集回数に変更はありませんが、収集する曜日が若
干変わります。

地域名 ごみの種類 現　在 ４月１日から

神　岡

大　曲

西仙北

中　仙
協　和

南　外

仙　北

ビン・缶 １回／月 ２回／月
もやせないごみ ３回／月 １回／月
ペットボトル ２回／月 １回／月
ビン・缶 １回／月 ２回／月
ペットボトル ２回／週 １回／月
古紙類 ２回／週 １回／月
もやせないごみ ３回／月 ２回／月
もやせないごみ １回／週 １回／月
もやせるごみ １回／週 ２回／週
もやせないごみ ２回／月 １回／月
もやせるごみ １回／週 ２回／週
もやせないごみ １回／週 １回／月
ビン・缶 １回／週 ２回／月
ペットボトル １回／週 １回／月
古紙類 １回／週 １回／月

拂田柵址研究日誌（1,500円）
ほ こう

　昭和初期、地元の藤井甫公（本
名＝東一）は払田柵跡の様子を
日記として書き残しました。
 「拂田柵址研究日誌」は、その
日記や諸資料などを掲載した
払田柵跡の魅力が詰まった１
冊です。

発刊を記念した講演会も行います
ほったのさくあと

「拂田柵址研究日誌」02
　仙北地域の仙北史談会が「拂田柵址研究日誌」を発

刊しました。発刊を記念して無料の講演会を行います。

◆日時／３月26日（日）午後２時～４時

◆会場／仙北ふれあい文化センター

◆講師／前秋田県立博物館長・冨樫泰時さん、払田

柵跡調査事務所主任学芸主事・高橋学さん

【問い合わせ】

仙北史談会長・佐藤さん☎0187-69-2766まで
仙北公民館

☎ 0187-69-2105まで

　この表は標準です。料金は、ほ場の状況を考慮し当時者同士
で決めてください。
　側条施肥田植機で農薬などを同時散布する場合は500円上乗
せとします。

平成18年度の農作業賃金が決定

東部農作業賃金表・料金表04

一般農作業

トラクター
耕起

代かき

田植

側条施肥田植

緑化苗

硬化苗

苗運搬

コンバイン

コンバインによる一貫作業

もみ運搬

もみ乾燥

もみ摺り・調整

精米

オペレーター１時間当たり

畦畔つき片面１m当たり

田植機

苗　代

１日 6,500

5,200

5,500

5,000

5,700

500

650

40

15,000

26,000

1,800

950

450

600

1,300

30

10 a

10 a

１箱

10 a

60 kg

区　　分 単位 金額 (円) 備　　考

賃
金

機
　
械
　
利
　
用
　
料
　
金

作業時間は８時間とし、賄いはなしとする

肥料は個人持ちとする

コンバインの一貫作業は、刈り取り
・乾燥・籾摺り調整とする

【問い合わせ】

本庁環境対策課☎ 0187-63-1111（内線146）まで
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簡単な操作から始めませんか

ひとり親家庭のパソコン教室05
   大仙市母子寡婦福祉連合会では、ひとり親家庭を

対象とした「パソコン教室」を開催します。参加希

望者は本庁児童家庭課へ電話でお申し込みください。

◆対象／市内在住で、小学生以上の子どもがいる

ひとり親家庭の親子

◆日時／３月26日（日）午前９時～正午

◆会場／神岡総合支所１階 IT研修室

◆定員／先着12組

◆参加費／500円（親子）

◆申込受付期限／３月22日（水）

【問い合わせ・申し込み】

本庁児童家庭課☎0187-63-1111（内線181）まで

臨時保育士を募集します

大仙市の公立保育所06
　市内の公立保育所で保育士として働いてくれる臨時

職員を募集します。面接等の詳細は後日連絡します。

◆応募資格／保育士の登録をしている方で60歳未

満の方（平成18年度中に60歳にならない方）

◆雇用条件／

賃金／日額6,000円

勤務場所／市内の公立保育所

勤務時間／８時間（時差出勤あり）

休日／日曜日と祝日（週５日程度の勤務）

◆申し込み方法／履歴書に、写真と保育士証の写し

を添付して大仙市役所本庁児童家庭課（大曲庁舎

１階）へ提出してください。（郵送可）

住所／〒014-8601 大仙市役所本庁児童家庭課

◆申込受付期限／３月22日（水）※当日まで必着。

◆採用予定／４月１日（土）から

【問い合わせ・申し込み】

本庁児童家庭課☎ 0187-63-1111（内線174）まで

【福祉医療制度】
小学校入学児童へ
新しいマル福カード
の送付
　４月から小学校に入

学するお子さんで、マ

ル福カードの有効期限

が平成18年３月31日

までの方には、３月下

旬に新しいカードを郵

送します。期限切れの

カードは各自で処分を

お願いします。

　受診の際は医療機関にカードが新しくなった

ことをお伝えください。

小学校を卒業するお子さんは
医療費助成が終了となります

　今年度小学校を卒業するお子さんで、マル福

カード（黄色）の有効期限が平成18年３月31日

までの方は医療費助成が終了となります。

　期限切れのカードは各自で処分してください。

　ただし、お子さんがひとり親家庭の場合は申

請により18歳まで医療費助成の対象となる場

合があります。

　対象となる方は申請にお越しください（所得

制限があるため、該当にならない方もいます）。

◆持参するもの／児童扶養手当または遺族年金の

証書（お持ちの方）、お子さんの健康保険証、印鑑

大仙市の制度をご利用ください

福祉医療
【問い合わせ・申し込み】

各総合支所市民課

大曲総合支所は国保年金課まで

マル福カード（福祉
医療費受給者証）

市職員による酒気帯び運転のおわび
　新聞報道等にあります職員の酒気帯び運転に

ついて、このような不祥事が発生しましたこと

をみなさんに深くおわび申し上げます。

　今後はこのようなことがないよう公務員とし

ての綱紀粛正に努め、信頼回復に全力を尽くし

ます。

　３月31日（金）、ジャスコ中仙店を会場に予定さ

れていた献血は、都合により中止になりました。

　ご迷惑をおかけしますが、今後も献血のご協力

をお願いします。

３月31日（金）ジャスコ中仙店前

献血中止のお知らせ07
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「どれにしようかな」。バイキング
給食を楽しむ南外中学生。（写真
上）
ナイフやフォークの使い方を学ぶ
南外西小（写真左上）と南楢岡小
の子どもたち。

　２月、南外地域の小中学校では、毎年食を題材にした特別学

習が行われました。

　南外中２年生を対象に行われた給食バイキングは、生徒たち

が楽しみにしている修学旅行の前に、バイキング形式の食事を

体験してもらおうと企画されたもの。生徒たちは、カレーやそ

ば、サラダやフルーツなど色とりどりに並んだメニューから、

自分の好みにあったものを自分の食べられる量だけ選んで盛り

つけし、いつもと変わった昼食を楽しみました。　

　また、南外西小学校と南楢岡小学校では、マナー給食が行わ

れ、子どもたちは正しいテーブルマナーについて学びました。

その後の給食では、スープやクロワッサン、サラダ、ケーキな

どの特別メニューで、学習の成果を試すようにナイフとフォー

クを使い分けながら食べていました。

　これらの学習は、小中学校と南外学校給食センターが企画し

たもの。昭和47年に建設され、以来33年間にわたって南外地

域の子どもたちに栄養満点の給食を届け続けた南外学校給食セ

ンターは、この３月で歴史にピリオドを打ちます。食教育の拠

点としての大切な役割は、平成18年度完成予定の大曲南外学

校給食センターに受け継がれます。

南外中、南外西小、南楢岡小で特別給食
給食で食事マナーを学ぼう

たい こ

　２月28日、神宮字小学校（佐藤泰子校長・児童

201人）でマジシャンのブラボー中谷さんを招いた

マジックショーが行われました。

　同校が、地域に学校を開放する「みんなの登校

日」の今年度最後の事業で、「みんなの笑顔が見た

くって」をテーマに開催。児童や地域住民約400

人が訪れました。

　会場は笑いに包まれ、子どもたちはブラボーさ

んのたくみな話術とマジックにくぎ付け。楽しい

ひとときを過ごしました。

ブラボー中谷マジックショーin神宮寺小学校
みんなの笑顔が見たくって

軽妙な話術とマジックに会場は笑顔でいっぱいでした。

10

　２月26日、住民が自発的にスポーツを楽しみ、

健全な心身の育成と連帯感を高め、生涯スポーツ

を通じていきいきとしたまちづくりに貢献しよう

と、大曲スポーツクラブ設立総会が行われました。

　同クラブでは自主運営を目指し、特定のスポー

ツに限定せずに会員の目的や欲求にあったスポー

ツやイベントを開催します。

　会員は、原則として大曲地域及び周辺に在住も

しくは勤務する方を対象とします。

　詳細については、今後の広報等でお知らせいた

します。

大曲スポーツクラブ設立総会
スポーツを通じて心身の健康づくり

設立の趣旨を説明する大槻会長。
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個人が満足する冠婚葬祭を目指し、ギフトも地域色のある物を贈り
ませんか。創造性豊かな47作品が集まりました。
左から角樽アレンジ、野菜アレンジ、さくらワインとアレンジ。

それぞれに合った目標を見つけ取り組むことが
大切と話してくれた谷川さん。

　２月22日、県南地域の観光振興を考えようと

「雄平仙女性フォーラム」が、中仙市民会館・ドン

パルで行われました。

　東京国際女子マラソンやパリマラソン優勝のマ

ラソンランナーで、タレントとしても活躍してい

る谷川真理さんを講師に招き、「忍耐は苦しいけれ

ども　その実は甘い」と題した記念講演が行われ

ました。

　その後のパネルディスカッションでは、県南３

地域の女性４人とアドバイザー役の谷川さんが、

「心でつなぐ秋田県南地域の観光振興」をテーマに

話し合われました。

　当市からは、中仙観光協会の畠山教会長がパネ

リストとして参加。畠山会長は、「観光振興のキー

ワードはもてなしの心。普段からの気持ちで観光

客に接し、農山村の日常を楽しんでもらう気持ち

が重要であり、それがもてなしの気持ちとなり観

光客を楽しませる」と観光客と心をつなぐことの

大切さについて話しました。

雄平仙女性フォーラム
県南地域の観光振興を考える

　２月23日、地域の特性やアイデアを生かした

「きらめきギフト発掘祭2006」が大曲地域で行わ

れました。会場には約100人の方々が訪れ、地酒

とさくらワイン、料理を楽しみながら、創造性豊

かなギフトが展示され、人気投票が行われました。

　主催したＮＰＯ冠婚葬祭研究会（栗林登会長・協

賛75社）は、地域にあった、自分にあった冠婚葬

祭を研究・創造する会として昨年秋に設立。今回

は冠婚葬祭に欠かせない贈答品に着目し、地域に

埋もれている商品を発掘しようと作品を募集しま

した。仙北の地酒つけものや甘酒のセット、ワイ

ンとフラワーバスケットなど地域色あふれる47

作品が集まりました。

　栗林会長は、「こんなに多くの作品が集まりうれ

しい。会では、冠婚葬祭に関わる贈り物の研究・

開発・普及や、各自に合った冠婚葬祭の相談窓口

開設、相談員の育成をしながら、地域が元気にな

るよう活動を続けたい」と話しました。

きらめきギフト発掘祭2006
満足する冠婚葬祭から地域の元気へ

県南で活躍する４人の女性がパネリスト（左か
ら２番目が畠山さん）を務め、豊富な県南の観
光資源を結び、地域住民が地域を愛し元気に伝
えれば、観光振興は深まると話しました。
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あて先はこちらまで
（住所不要）

　
　
変
わ
り
し
て
き
て
い
る
農
業
に
関
し
て

　
　
言
え
ば
、
い
ろ
い
ろ
な
角
度
か
ら
も
っ

と
自
由
化
し
て
、
方
向
転
換
が
ス
ム
ー
ズ
に

行
え
る
よ
う
に
行
政
側
か
ら
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

が
必
要
と
思
い
ま
す
。

　「
食
」
は
国
家
を
豊
か
に
し
ま
す
。
頑
張
っ

て
ほ
し
い
で
す
。（

大
曲
地
域
・
43
歳
女
性
）

　
　
す
ご
い
で
す
ね
！
排
雪
作
業
す
る
中
学

　
　
生
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
写
真
に
は
た
く

ま
し
さ
と
優
し
さ
が
見
ら
れ
、
あ
た
た
か
い

気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

　
ま
だ
ま
だ
雪
が
降
る
と
思
わ
れ
ま
す
が
、

雪
に
負
け
な
い
で
頑
張
り
た
い
で
す
。

（
太
田
地
域
・
28
歳
女
性
）

　
　
巻
き
ず
し
を
さ
っ
そ
く
集
ま
り
に
持
参

　
　
し
た
ら
好
評
で
し
た
。

　
食
材
厨
房
を
毎
号
必
ず
実
践
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
続
け
て
く
だ
さ
い
。

　
献
血
会
場
を
駅
周
辺
に
も
設
け
て
い
た
だ

け
れ
ば
あ
り
が
た
い
で
す
。

（
大
曲
地
域
・
40
歳
女
性
）

　
　
子
と
今
ま
で
見
た
こ
と
が
な
か
っ
た

　
　
川
を
渡
る
ぼ
ん
で
ん
を
見
ま
し
た
。

　
地
域
の
行
事
を
家
族
で
見
に
行
く
こ
と
な

く
過
ご
し
て
き
ま
し
た
が
、
身
近
な
地
域
行

事
も
良
い
も
の
だ
と
実
感
し
ま
し
た
。

（
大
曲
地
域
・
35
歳
女
性
）

　
　
寄
せ
し
て
い
る
中
学
生
の
写
真
を
見

　
　
て
、
頑
張
っ
て
い
る
姿
が
よ
く
伝
わ
っ

て
き
ま
し
た
！

（
大
曲
地
域
・
25
歳
女
性
）

　
　
曲
の
冬
ま
つ
り
に
行
き
ま
し
た
が
小
さ

　
　
い
子
ど
も
が
一
緒
だ
っ
た
た
め
、
寒
さ

で
長
時
間
い
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
雪
や
風
を
し
の
げ
る
場
所
が
、
も
う
少
し

あ
れ
ば
温
か
い
も
の
で
も
食
べ
よ
う
か
と
も

思
っ
た
の
で
す
が
…
。
毎
年
楽
し
み
に
し
て

い
る
イ
ベ
ン
ト
な
の
で
改
善
で
き
る
点
は
検

討
し
て
い
た
だ
け
た
ら
あ
り
が
た
い
で
す
。

（
大
曲
地
域
・
33
歳
女
性
）

　
　
う
す
ぐ
ひ
な
ま
つ
り
で
す
の
で
、
太
巻

　
　
き
ず
し
を
作
っ
て
み
よ
う
と
思
っ
て
い

ま
す
。

（
仙
北
地
域
・
53
歳
女
性
）

　
　
雪
の
厳
し
さ
も
少
し
ず
つ
春
の
優
し
さ

　
　
に
変
わ
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
活
躍
に
、札
幌
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
時
代
と

重
ね
合
わ
せ
、
年
代
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
で
入
賞
と
の
こ
と
。
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
今
回
の
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
、
エ
ガ
オ
、

(^o
^)

。
わ
が
家
の
孫
ッ
チ
た
ち
が
遊
び
に
来

て
く
れ
る
の
を
、
広
報
と
同
じ
ぐ
ら
い
待
っ

て
い
ま
す
。

（
西
仙
北
地
域
・
54
歳
女
性
）

様

大 雪

　
　
回
の
太
巻
き
ず
し
は
お
い
し
そ
う
で
し

　
　
た
。
今
ま
で
は
ス
ー
パ
ー
か
ら
買
っ
た

も
の
を
食
べ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
は

手
づ
く
り
で
誕
生
会
や
各
種
の
集
ま
り
に

作
っ
て
出
か
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
大
曲
地
域
・
52
歳
女
性
）

　
　
た
れ
る
広
報
「
だ
い
せ
ん
」。
表
紙
の
す

　
　
ば
ら
し
い
こ
と
。
太
田
地
域
ス
キ
ー
大

会
に
出
場
し
た
子
ど
も
た
ち
の
か
わ
い
い
笑

顔
。
ね
ら
い
定
め
た
カ
メ
ラ
の
角
度
と

シ
ャ
ッ
タ
ー
チ
ャ
ン
ス
の
巧
み
さ
は
さ
す

が
。
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
を
射
止
め
る
わ

け
で
す
。

　
編
集
後
記
も
楽
し
み
で
す
。
毎
度
の
編
集

の
苦
労
が
し
の
ば
れ
ま
す
。
い
い
こ
と
書
い

て
ま
す
ね
。
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
ね
。

（
大
曲
地
域
・
78
歳
女
性
）

　
　
巻
き
ず
し
は
本
当
に
す
て
き
で
し
た

　
　
ネ
。
味
や
目
で
も
楽
し
ん
で
…
。

　
長
年
の
先
輩
主
婦
た
ち
の
料
理
は
本
当
に

ス
テ
キ
で
す
よ
ネ
。

（
中
仙
地
域
・
35
歳
女
性
）

　
　
歳
を
迎
え
ら
れ
た
佐
藤
さ
ん
。
長
寿
の

　
　
秘
訣
を
読
ん
で
参
考
に
し
た
い
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
長
生
き
し
て
く
だ
さ
い
。

　
太
巻
き
ず
し
は
彩
り
が
キ
レ
イ
で
、
お
い

し
そ
う
で
す
ね
。（

協
和
地
域
・
22
歳
女
性
）

２
月
16
日
号
に
寄
せ
ら
れ
た
お
手
紙
か
ら

今ま

雪

豪

100 太

「ちょっと変わった

　　　　　　ひな人形」
　３月３日は桃の節句。ひな

祭りである。

　取材に訪れた県立農業科学

館の玄関先に「アマリリス」の

一風変わったひな人形が飾ら

れていた。

　いつも季節感あふれる同科学館。ぜひ足を運んでみ

てはいかがだろう。いろんな発見ができるかも。

太息

も
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切
り
干
し
大
根
と

大
豆
の
煮
付
け

シ
ャ
キ
シ
ャ
キ
し
た

大
根
と
大
豆

知
恵
が
つ
ま
っ
た

保
存
食
は

い
か
が
で
す
か

は
自
分
で
し
よ
う
」
と
い
う
言
葉
を
見
て
、

自
分
が
情
け
な
く
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

は
自
分
の
こ
と
は
自
分
で
、
家
で
も
学
校
で

も
除
雪
作
業
を
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
太
田
地
域
・
15
歳
男
性
）

　
　
地
の
中
学
生
の
除
雪
作
業
は
、
す
ば
ら

　
　
し
い
と
思
い
ま
す
。
除
雪
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
ど
れ
だ
け
の
人
が
助
か
っ
た
こ
と
で

し
ょ
う
。
あ
り
が
た
い
で
す
。

（
神
岡
地
域
・
36
歳
女
性
）

　
　
解
け
が
進
み
、
春
も
す
ぐ
そ
こ
と
感
じ

　
　
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　
家
の
近
く
の
歩
道
に
、
今
ま
で
雪
の
中
に

あ
っ
て
気
が
つ
か
な
か
っ
た
犬
の
フ
ン
が
い

く
つ
も
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　答え、郵便番号、住所、氏名、年齢、広報誌の感想や市

への質問などをお書きの上、秘書広報課までお送りくださ

い。また、ハガキ以外でもファックス（0187-63-1119）、

Eメール（kouhou@city.daisen.akita.jp）でご応募ください。

「市ホームページを見たことがある」と回答した方は、
全体で何％だったでしょう？

①36％ 　②42％　 ③58％

３ 31

　
　
わ
る
「
農
業
」
を
拝
見
し
な
が
ら
、
経

　
　
済
効
率
だ
け
を
追
い
求
め
る
施
策
だ
け

が
進
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
地
域
集
落
を
今
後

ど
の
よ
う
に
す
る
の
か
を
考
え
な
け
れ
ば
、

地
域
格
差
を
生
み
出
す
原
因
に
も
な
り
か
ね

ま
せ
ん
。

（
大
曲
地
域
・
63
歳
男
性
）

　
　
学
生
が
各
地
域
の
除
雪
作
業
を
し
て
い

　
　
る
記
事
を
読
み
、
同
じ
中
学
生
と
し
て

誇
り
に
思
い
ま
す
。

　
今
年
は
雪
が
多
く
除
雪
作
業
は
大
変
で

す
。
自
分
の
学
校
で
も
、
私
た
ち
の
た
め
に

先
生
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
が
一
生
懸
命

に
除
雪
作
業
を
し
て
く
れ
ま
す
。

　
大
曲
中
の
生
徒
の
よ
う
に
「
自
分
の
こ
と

変

雪

　
雪
で
分
か
ら
な
け
れ
ば
、
放
置
し
て
も
良

い
の
で
し
ょ
う
か
。
飼
い
主
の
マ
ナ
ー
が
悪

す
ぎ
ま
す
。

（
大
曲
地
域
・
36
歳
女
性
）

　
　
月
か
ら
２
人
の
子
ど
も
を
保
育
園
に
入

　
　
園
さ
せ
、
職
を
探
す
予
定
で
す
。

　
で
も
、
子
ど
も
が
風
邪
を
引
い
た
と
き
な

ど
、
預
か
っ
て
も
ら
え
る
施
設
が
市
内
に
あ

る
の
で
し
ょ
う
か
。

（
協
和
地
域
・
女
性
）

【
児
童
家
庭
課
】

　
大
曲
地
域
の
吉
村
ク
リ
ニ
ッ
ク
☎
０
８
０

（
５
５
７
７
）０
５
６
６
で
、
病
気
な
ど
の
理

由
に
よ
り
保
育
所
に
通
え
な
い
子
ど
も
の
一

時
預
か
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。

各

４

今回の料理の先生は

越 後 ケ イ さん
（仙北地域・上野田道合）

材料（５～６人分）
◎切り干し大根/100ｇ◎大豆（一晩水に漬ける）

100ｇ◎煮昆布/少々◎ニンジン/小1本◎だ

し汁（だし汁1カップ、酒1カップ、しょうゆ

大さじ2～3、みりん大さじ3）

作り方
①切り干し大根を熱湯で５分くらい戻し、ざるに

上げて水切りする。

②大豆を弱火で２～３分くらいずつ、２～３回繰

り返して煮る。

③昆布を千切りにし、水洗いする。

④ニンジンを千切りにして、塩ゆでする。

⑤だし汁に材料を全部入れ、混ぜながら煮詰めて

できあがり。

�※「切り干しは地場産の大根に
限る。シャキシャキ感が違う
もの」と越後さん。「歯ごたえ
があって、かむことで老化防
止にもつながる」と話してく
れました。

中
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● ８日・土 日韓大綱引き文化交流事

業のため韓国訪問
だんじんぐん き じ し

（～10日・唐津郡機池市）

●18日・火 市長面会日（大曲地域）

●24日・月 市長面会日（大曲地域）

●26日・水 第146回秋田県市長会定

例会

●27日・木 大仙市民生児童委員協議

会総会

●28日・金 秋田県郡市税務協議会

●29日・土 地域医療シンポジウム

余目さくら花火観賞会

（大曲地域・余目公園）

２月28日開会した平成18年第１回大仙市議会定
例会にのぞむ栗林市長。

[４月の市長の動き]
※日程が変更になる場合があります。

　
大
仙
市
は
昨
年
３
月
22
日
、
人
口
の

減
少
や
少
子
高
齢
化
、
高
度
情
報
化
、

国
・
地
方
の
財
政
悪
化
、
さ
ら
に
は
地

方
分
権
の
推
進
な
ど
に
対
応
し
た
新
た

な
地
方
自
治
を
構
築
す
る
た
め
、
市
町

村
の
合
併
に
よ
り
誕
生
し
ま
し
た
。

　
誕
生
ま
で
に
は
、
紆
余
曲
折
も
あ
り

ま
し
た
が
、
関
係
者
の
ご
努
力
と
市
民

の
み
な
さ
ま
の
ご
理
解
に
よ
り
大
仙
市

は
、
ま
も
な
く
１
歳
の
誕
生
日
を
迎
え

よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。

　
昨
年
４
月
、
初
代
大
仙
市
長
に
就
任

以
来
、「
市
政
は
市
民
の
た
め
に
」
を
基

本
理
念
と
し
、
情
報
公
開
や
説
明
責
任

に
よ
る
開
か
れ
た
市
政
の
推
進
、
住
民

参
加
よ
り
さ
ら
に
踏
み
込
ん
だ
「
市
民

と
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」
、
職
員
が
常

に
市
民
の
目
線
に
立
ち
、
現
場
に
足
を

入
れ
、
市
民
と
一
緒
に
汗
を
か
き
、
行

政
情
報
を
で
き
る
限
り
分
か
り
や
す
く

市
民
に
提
供
す
る
体
制
づ
く
り
に
努
め

て
ま
い
り
ま
し
た
。
２
年
目
と
な
り
ま

す
平
成
18
年
度
に
お
き
ま
し
て
も
、
そ

の
姿
勢
を
変
え
る
こ
と
な
く
市
政
運
営

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
総
合
計
画
の
初
年
度
と
な
り

ま
す
、
平
成
18
年
度
を
、
大
仙
市
の
実

質
的
な
ス
タ
ー
ト
の
年
と
位
置
づ
け

い

「
人
が
活
き
人
が
集
う
夢
の
あ
る
田
園

交
流
都
市
」
の
実
現
に
向
か
っ
て
、
着

実
な
一
歩
を
踏
み
出
し
て
ま
い
り
た
い

と
存
じ
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
新
市
の
都
市
機
能
を
向

上
さ
せ
る
大
曲
駅
前
の
土
地
区
画
整
理

を
核
と
し
た
事
業
や
、
各
地
域
に
お
け

る
ま
ち
づ
く
り
事
業
の
推
進
に
も
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　
市
の
目
玉
事
業
で
あ
る
、
小
学
校
卒
業

ま
で
の
「
医
療
給
付
扶
助
」
や
満
２
歳
未

満
児
へ
の
「
す
こ
や
か
子
育
て
手
当
金
支

給
事
業
」
を
、
大
仙
市
の
子
育
て
支
援
策

の
主
要
な
施
策
と
と
ら
え
、
今
後
も
継
続

で
き
る
よ
う
制
度
の
見
直
し
を
図
り
な
が

ら
実
施
し
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
ま
た
、
高
齢
化
の
顕
著
な
地
域
事
情

に
沿
っ
た
、「
介
護
予
防
事
業
」「
高
齢

者
支
援
策
」
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
は
、
広
域
の
課
題
で
あ
り
ま

す
仙
北
組
合
総
合
病
院
の
早
期
移
転
新

築
問
題
に
積
極
的
に
取
り
組
む
と
と
も

に
、
現
在
事
業
を
進
め
て
お
り
ま
す
一

般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
な
ど
を
着
実
に

完
成
さ
せ
、
安
全
で
安
心
な
暮
ら
し
の

基
盤
を
構
築
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
市
民
と
の
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
す
る
た
め
、
そ
の
核
と
な
る

地
域
協
議
会
に
つ
い
て
は
、
先
進
事
例

等
を
参
考
に
新
た
な
考
え
方
も
取
り
入

れ
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。
委
員

の
研
修
機
会
を
創
設
す
る
と
と
も
に
、

地
域
協
議
会
の
も
と
、
総
合
支
所
が
地

域
の
課
題
に
即
決
で
き
る
地
域
枠
予
算

を
創
設
い
た
し
ま
す
。

　
総
合
計
画
の
前
期
５
カ
年
を
、
大
仙

市
建
設
の
基
礎
づ
く
り
の
時
期
と
位
置

づ
け
、
市
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し

な
が
ら
、
農
林
業
振
興
、
商
工
業
・
雇

用
対
策
、
都
市
計
画
、
子
育
て
と
教
育
、

医
療
・
保
健
・
福
祉
、
芸
術
文
化
ス
ポ
ー

ツ
、
情
報
基
盤
な
ど
、
各
分
野
に
お
け

る
重
要
課
題
の
解
決
に
向
け
て
努
力
し

て
ま
い
り
ま
す
。

市
議
会
定
例
会
の
施
政
方
針
演
説
か
ら

市長交際費（2月1日～2月28日）

5

25

3

33

145,550

398,782

288,500

832,832

摘　要　　　件数　 　金　額

弔　慰  　　　　　　　

慶　祝　　　　　　

協　賛

合　計

※
施
政
方
針
演
説
の
全
文
に
つ
い
て
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://w

w
w
.city
.da
ise
n.a
kita
.jp/

で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

18日（火）午後2時～3時30分
会場／大曲庁舎１階市長面会室
【問い合わせ・申し込み】

秘書広報課

☎ 0187-63-1111

24日（月）午後2時～３時30分
会場／大曲庁舎１階市長面会室
【問い合わせ・申し込み】

秘書広報課

☎ 0187-63-1111

4月の市長面会日
※事前の申し込みが必要です
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調査・測量を行います
都市再生街区基本調査
　国土交通省では、市内の人口が

集中している地区を対象に現地

調査と測量を行います。

　調査員は国土交通省発行の身

分証を携帯しており、調査結果は

今後の地籍調査に役立てらます。

※地籍調査＝土地の所有者、地番、地

目を調査し境界の位置と面積を測量

するもので、地図の更新や災害時の

復旧などに役立てられます。

◆調査対象／市内の人口集中地区

◆調査期間／４月１日から平成

19年３月31日まで

【問い合わせ】

国土交通省東北地方測量部

☎ 022-295-8611まで

女性のための情報が満載
あきた女性チャレンジサイト
　女性のための総合情報ホーム

ページ「あきた女性チャレンジサ

イト」を開設しました。女性のみ

なさん、ぜひご利用ください。

【問い合わせ】

秋田県男女共同参画課

☎ 018-860-1556まで

あきた女性チャレンジサイトのトップ
ページ（http://www.akita-challenge.jp）。

調査が終了した
地区には、街区
基準点（写真右）
が約 200m 間隔
で設置されます。
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　最優秀賞を受賞した九嶋　 さん（大館

市）の作品「朝の陽光」（写真上）。

　大仙市からは優秀賞に佐藤雅昭さんの

作品「故郷の彩」（写真中）と佳作に進藤

勝昭さんの作品「体験」が選ばれました。

春を奏で、春を彩る
スプリングコンサート
　２台のピ

アノや協和

中学校吹奏

楽部による

演奏。ヴァ

イオリンと

ヴォーカの

異色ユニッ

ト「つきよ

み」をゲストに迎えた無料のコン

サートです。

◆日時／３月26日（日）午後２時

開演

◆会場／協和市民センター

【問い合わせ】

協和市民センター

☎ 018-892-3820まで

音楽にあわせ楽しく運動
親子びくす・成人びくす
■親子びくす

　楽しい音楽にあわせて運動（エ

アロビクス）します。

対象／１歳半から４歳くらいまで

の子どもとその保護者

日時／毎週水曜日午前10時15分

から１時間

会場／花園児童センター（大曲）

■成人びくす

　エアロビクスと簡単な筋力ト

レーニングを行います。都合の良

い日に参加ください。

対象／成人男女

日時／毎週木曜日午前10時15分

から１時間程度

会場／中央児童館（大曲）

◆参加費／どちらとも初回無料、

２回目以降から１回500円

◆持参するもの／内ズック、タオル

【問い合わせ】

OKJエアロビックファミリー

竹村さん

☎ 0187-66-1251まで

農村・農作業風景の写真
フォトコンクール作品展
　農業科学館のフォトコンクー

ル全応募作品を展示しています。

◆期間／３月26日（日）までの午

前９時30分～午後４時

◆会場／秋田県立農業科学館

◆審査結果／

【最優秀賞】九嶋　 さん（大館市）

【優秀賞】佐藤雅昭さん（大仙市）、

伊藤順子さん（北秋田市）、山田英子

さん（横手市）、今野清美さん（にか

ほ市）、丹羽明仁さん（愛知県小牧市）

【問い合わせ】

秋田県立農業科学館

☎ 0187-68-2300まで

講座は15ページで確認
ペアーレ大曲の各種講座
　４月から６月までの受講生を募

集します。材料費を負担していた

だく講座もあります。詳しくは

15ページで確認ください。

◆対象／年齢が 16 歳以上の方

（子供ジャズダンス、ジュニア体

操、ミニキッズビクス、キッズエ

アロビクスを除く）

【問い合わせ・申し込み】

ペアーレ大曲

☎ 0187-63-8600まで

環境問題について学ぶ
環境あきた県民塾
　体験講座などで環境問題を学び

ます。大学教授による特別講座も

予定しています。

◆対象／16歳以上の方

◆期間／５月から11月までの日

曜日（月１回程度）

※日曜以外に行う場合もあります。

◆会場／大曲仙北広域交流センター

◆受講料／無料

【問い合わせ・申し込み】

秋田県環境あきた創造課

☎ 018-860-1574まで

４月はこの地域です
電気設備定期調査
　各家庭の電気設備を調査し、結

果をお知らせしています。

◆４月の調査対象／【大曲地域】

大曲白金町、朝日町、蛭川（大川

西根）【中仙地域】神林、上黒土、

下大蔵、万願寺【協和地域】刈谷

沢、岩ノ下（協和境）

【問い合わせ】

東北電気保安協会大曲事業所

☎ 0187-63-4940まで

「つきよみ」のふたり。
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株式会社 仙北印刷所

　人　口　95,455 人（－ 62）

　　　男　45,314 人（－ 29）

　　　女　50,141 人（－ 33）

　世帯数　30,430世帯（＋ ４）

（２/28現在）▼
ト
リ
ノ
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
終
了
後
、
カ
ー
リ
ン

グ
や
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
の
人
気
が
急
上
昇
。

カ
ー
リ
ン
グ
に
お
い
て
は
、
日
本
女
子
チ
ー
ム
を
主

人
公
に
映
画
化
の
動
き
ま
で
あ
る
と
言
う
▼
荒
川
静

香
選
手
の
金
メ
ダ
ル
に
日
本
中
が
沸
き
、
凱
旋
公
演

と
な
っ
た
ア
イ
ス
シ
ョ
ー
は
超
満
員
だ
っ
た
。
彼
女

の
ト
レ
ー
ド
マ
ー
ク
と
も
な
っ
た
「
イ
ナ
バ
ウ

ア
ー
」
。
大
会
直
前
に
、
高
得
点
を
稼
ぐ
技
よ
り
も
観

客
を
魅
了
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
急
き
ょ
変
更
し
た
。

「
美
し
さ
」
と
「
勝
負
」
。
観
客
を
魅
了
す
る
演
技
者

と
試
合
を
行
う
競
技
者
の
双
方
を
追
い
求
め
た
ク
ー

ル
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
が
光
り
輝
い
た
▼
メ
ダ
リ
ス
ト
だ

け
が
脚
光
を
浴
び
が
ち
だ
が
、
メ
ダ
ル
に
は
届
か

な
く
と
も
、
コ
ン
マ
何
秒
、
何
ミ
リ
、
何
点
を
争
う

厳
し
い
勝
負
の
中
、
数
字
で
表
せ
な
い
何
か
が
私

た
ち
の
琴
線
を
く
す
ぐ
っ
た
。
選
手
の
数
だ
け
ド

ラ
マ
が
あ
り
、
情
熱
が
イ
タ
リ
ア
か
ら
伝
わ
っ
て

き
た
▼
人
を
熱
く
す
る
物
は
年
齢
に
関
係
な
い
の

か
。
す
っ
か
り
感
化
さ
れ
た
１
歳
の
息
子
が
「
イ
ナ

バ
ウ
バ
ー
」
と
叫
び
な
が
ら
体
を
反
ら
し
て
い
る
。

こ
ち
ら
は
決
し
て
美
し
く
は
な
い
が
、
負
け
ず
劣
ら

ず
、
周
囲
を
癒
し
、
元
気
づ
け
て
く
れ
る
ぞ
。（
し
）

　
３
月
５
日
、
株
式
会
社
Ｔ
Ｍ
Ｏ
大
曲
が
「
花
火

の
街
」
の
シ
ン
ボ
ル
・
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
つ
つ
ど

ん
」
と
「
た
ま
ち
ゃ
ん
」
を
発
表
し
ま
し
た
。

　
昨
年
９
月
に
市
内
小
学
生
か
ら
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

の
デ
ザ
イ
ン
原
案
を
募
集
。
４
０
３
点
の
応
募
の

中
か
ら
４
点
の
優
秀
賞
を
選
び
、
そ
れ
ら
を
市
内

の
デ
ザ
イ
ン
会
社
が
そ
れ
ぞ
れ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に

し
た
も
の
か
ら
選
ば
れ
ま
し
た
。

　『
可
能
性
・
意
外
性
を
持
っ
た
「
た
ま
ち
ゃ
ん
」
を

守
り
、
打
ち
上
げ
て
く
れ
る
「
つ
つ
ど
ん
」。
二
人

が
そ
ろ
っ
て
こ
そ
、
夜
空
に
い
つ
も
大
輪
の
花
を

咲
か
す
こ
と
が
で
き
る
。
花
火
の
街
に
は
、
た
く

さ
ん
の
「
た
ま
ち
ゃ
ん
」
の
よ
う
な
人
や
店
が
あ
っ

て
、
そ
ん
な
「
た
ま
ち
ゃ
ん
」
を
応
援
し
て
い
ま

す
』
と
い
う
物
語
が
あ
り
ま
す
。

　
新
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

可能性・意外性を持った「たまちゃん」

そんな「たまちゃん」を守り、打ち上げてくれる「つつどん」

二人がそろってこそ、夜空に大輪の花を咲かすことができます

「花火の街」には、たくさんの

「たまちゃん」のような人がいて、お店があります

「花火の街」は、そんな人やお店を

「つつどん」のように応援しています

だから、「花火の街」には、いつも大輪の花が咲いているのです

「つつどん」と「たまちゃん」をよろしく

決まりました！

なな え

高 橋 七 映 さん
（清水小４年）

ち な み

藤 原 千南美さん
（高梨小６年）

あや か

高 橋 采 佳 さん
（大川西根小１年）

こう た

斉 藤 康 太さん
（大曲小４年）

403点の応募の中から、

次の４人の方々が

優秀賞に選ばれました。




